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東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕

─
─
１
行
～
40
行
─
─

小 

林　

真
由
美

一

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
平
安
初
期
の
写
本
『
華
厳
文
義
要
決
』
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
七
月
四
日

附
で
『
紙
本
墨
書
華
厳
文
義
要
決
巻
第
一 

一
巻　

紙
背
に
東
大
寺
諷
誦
文
草
本
ア
リ
』
と
題
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
十

四
年
に
、
所
蔵
者
の
佐
藤
達
次
郎
氏
に
よ
り
、
表
と
裏
を
一
巻
ず
つ
計
二
巻
の
巻
子
本
と
し
て
コ
ロ
タ
イ
プ
版
の
複
製
が
刊
行
さ
れ

た
が
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
四
日
に
戦
災
で
焼
失
し
た
。

昭
和
十
四
年
刊
複
製
本
の
山
田
孝
雄
の
解
説
（
昭
和
十
四
年
五
月
付
）
に
よ
る
と
、
昭
和
十
二
年
に
田
山
信
郎
よ
り
文
部
省
国
宝

調
査
室
で
保
管
中
の
本
書
を
紹
介
さ
れ
、
佐
藤
男
爵
家
の
庫
中
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
佐
藤
男
爵
家
の



二
六

所
蔵
以
前
の
来
歴
は
不
明
だ
が
、『
華
厳
文
義
要
決
』
の
巻
末
に
「
信
」
の
朱
印
が
あ
り
、
そ
の
印
は
、
小
川
睦
之
輔
所
蔵
の
『
華

厳
音
義
（
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
）』
と
同
じ
で
、
東
大
寺
所
蔵
華
厳
関
係
の
古
書
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
首
尾
に
「
古

経
堂
蔵
」「
徹
定
珍
蔵
」
の
朱
印
が
あ
る
た
め
、
も
と
は
、
鵜
飼
徹
定
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
楮
紙
十
八
枚
を
継
ぎ
合

わ
せ
た
巻
子
本
で
、
縦
八
寸
八
分
、
全
長
二
十
九
尺
八
寸
二
分
で
あ
っ
た
と
い
う
。

戦
後
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
影
印
が
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
初
版
昭
和
四
十
四
年
、
勉
誠
社
、

改
訂
新
版
昭
和
五
十
四
年
、
風
間
書
房
）、『
勉
誠
社
文
庫
12　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
中
田
祝
夫
解
説
、
昭
和
五
十
一
年
、
勉
誠
社
）、

築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
平
成
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
掲
載
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
す
べ
て
、
昭
和
十
四
年
刊
の

複
製
本
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、三
九
五
行
か
ら
な
る
文
章
で
あ
（
１
）る
。法
会
等
で
朗
読
す
る
文
章
の
原
稿
や
覚
え
書
き
の
よ
う
で
あ
る
（
２
）が
、

整
っ
た
文
章
で
は
な
く
、
省
略
が
多
く
、
単
語
の
羅
列
だ
け
の
箇
所
も
あ
る
。
法
相
宗
関
係
の
用
語
が
多
い
た
め
、
筆
者
は
法
相
宗

に
関
係
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
（
３
）る
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
を
加
え
た
部
分
も
あ
る
（
80
行
～

122
行
）。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
一
書
と
し
て
、現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
コ
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
二
類
の
区
別
が
見
ら
れ
、

弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
に
漢
訳
さ
れ
『
心
地
観
経
』
の
翻
案
と
見
ら
れ
る
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
弘
仁
年
間
以
後
天
長
年
間
頃

の
成
立
と
推
測
さ
れ
（
４
）る
。

注（
１
）	　

行
数
は
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
平
成
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
。
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二
七

（
２
）	　

藤
本
誠
氏
は
、
本
書
が
、
執
筆
当
初
は
、
父
母
追
善
の
法
華
八
講
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
手
控
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
論
し
て
い
る
。

（「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
過
程
」、『
水
門
─
言
葉
と
歴
史
─
』
23
、
二
〇
一
一
年
七
月
）

（
３
）	　

中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
初
版
昭
和
四
十
四
年
、
勉
誠
社
、
改
訂
新
版
昭
和
五
十
四
年
、
風
間
書
房
）

第
一
章
参
照
。

（
４
）	　

亀
井
孝
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
「
コ
」
の
假
字
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
昭
和
二
十
一
年
四
月
）、
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立

年
代
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
第
六
十
巻
第
九
号
、
平
成
三
年
九
月
）
参
照
。

凡
例

【
影
印
】

昭
和
十
四
年
刊
複
製
本
を
撮
影
し
た
。
上
部
に
行
番
号
を
記
し
た
。
行
番
号
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
。（
中
田

祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
201
行
を
200
行
へ
の
補
入
と
し
て
数
え
て
い
る
た
め
、
201
行
か
ら
、
中
田
書
よ
り
も

１
行
少
な
い
行
数
に
な
っ
て
い
る
。）

【
翻
刻
】

翻
字
は
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
但
し
旧
字
体
・
異
体
字
・
略
字
は
原
則
的
に
現
行

の
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
漢
字
は
、「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
壇
）」「

（
菩
薩
）」
で
あ
る
。
片
仮



二
八

名
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲
類
の
コ
は
古
、
乙
類
の
コ
は
己
、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」
と
表
記
し
た
。

字
体
に
よ
る
相
違
以
外
で
、築
島
裕『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』の
翻
刻
と
相
違
す
る
文
字
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。（
28
行「
恐
」

以
外
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
翻
刻
に
も
と
づ
く
。）

９
行　

□
→
議

　
　
　

□
→
利

13
行　

容
→
欲

15
行　

畫
→
豈

28
行　

怨
→
恐

　

□　
＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字

〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字

＝
章
段
の
文
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
鉤
点

＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字

翻
刻
の
行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。

	

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
→
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
←
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

す
。（
①
→　

←
①
が
一
本
の
連
絡
線
に
な
る
）
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二
九

【
読
み
下
し
文
】

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。

『　

』
＝
衍
字
と
思
わ
れ
る
文
字

（　

）
＝
行
間
に
書
か
れ
て
い
る
文
句

【
解
説
】【
文
意
】

解
説
に
は
、
原
本
の
状
態
や
文
章
の
大
意
な
ど
を
記
し
た
。

文
意
は
、
現
代
語
訳
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

単
語
の
羅
列
の
み
な
ど
で
文
章
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
解
説
や
文
意
の
項
目
を
立
て
な
い
場
合
が
あ
る
。

【
語
注
】

読
み
下
し
文
の
語
句
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。

「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
略
。

『
総
索
引
』
は
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
略
。

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
─
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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三
四

【
翻
刻
】（
１
～
７
行
）

１　

□
言
辞

２　
〔
葵
藿
〕
ハ
随
日
而
転　

芭
蕉
因
雷
而
増
長　

阿
叔
迦
樹　

女
人
摩
触
華
出　

橘
得
〔
尸
菓
則
〕
滋
〔
多
〕

３　
〔
无
〕
心
草
木
尚
然　

况
乎
諸
仏
如
来
之
本
願
大
悲
月
現
衆
生
心
想
水
中　

如
虚
谷
之

４　
〔
響
如
〕
鏡
中之像　

復
如
天
鼓
摩
尼
珠　

但
周
歳　

時
星
而
現　

漢
明
帝
之
時
夢
代

而
現

５　
〔
盲
〕
者
不
覲
輪
王
瑶
冠　

不
信
者
不
瞻
仏
金
軀　

卞
和
カ
玉
モ
不シテ
ハ値
時
ニ
不
寶　

加
ノ
説法
モ

６　

不
器
而
同
瓦
礫
〔
ニ
ハ
〕
凍
水
シ
ミ
ツ
出
シ
所
ニ
ナ
モ
後
モ
凍
水
ハ
出
ル　

善
根
之
〔
手
〕
タ
ナ
ス
ヱ
置
ス
ヱ

７　

□
□
モ
有
テ
モ
起
信
心

【
読
み
下
し
文
】（
１
～
７
行
）

□
言
辞

〔
葵
藿
〕
ハ
、
日
ニ
隨
ヒ
テ
転
ジ
、
芭
蕉
ハ
、
雷
ニ
因
リ
テ
増
長
ス
。
阿
叔
迦
樹
ハ
、
女
人
ノ
摩ナ
デ
触
ル
ル
ト
キ
ニ
華
出
ヅ
。
橘
ハ
、

尸
ヲ
得
テ
〔
菓
則
チ
〕
滋
〔
多
〕
シ
。
心
无
キ
草
木
ス
ラ
、
尚
シ
然
ナ
リ
。
况イハ
ム
ヤ乎
、
諸
仏
如
来
ノ
本
願
大
悲
ノ
月
ハ
、
衆
生
ノ
心

想
ノ
水
ノ
中
ニ
現
レ
ム
。
虚
谷
ノ
〔
響
〕
ノ
如
シ
。
鏡
中
ノ
像
ノ
〔
如
〕
シ
。
復マタ
、
天
鼓
・
摩
尼
珠
ノ
如
シ
。
但
シ
周
ノ
歳
時
ニ
、

星
ニ
シ
テ
現
ハ
ル
。
漢
ノ
明
帝
ノ
時
（
代
）
ニ
、
夢
ニ
シ
テ
現
ハ
ル
。

〔
盲
〕
者
ハ
、
輪
王
ノ
瑶
冠
ヲ
覲
ズ
。
不
信
ノ
者
ハ
、
仏
ノ
金
軀
ヲ
覲
ズ
。
卞
和
ガ
玉
モ
、
時
ニ
値
ハ
ズ
シ
テ
ハ
、
寶
ニ
ア
ラ
ズ
。

加
陵
ノ
（
法
）
説
モ
、
器
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
ハ
、
瓦
礫
〔
ニ
ハ
〕
同
ジ
。
凍シミ
ヅ水
出
デ
シ
所
ニ
ナ
モ
、
後
モ
凍
水
ハ
出
ル
。
善
根
ノ
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三
五

〔
手
タ
ナ
ス
ヱ〕
ヲ
置ス
ヱ
、
□
□
モ
有
リ
テ
モ
、
信
心
ヲ
起
セ
。

【
解
説
】（
１
～
７
行
）

原
本
は
１
～
26
行
ま
で
擦
消
さ
れ
て
お
り
、
損
傷
も
多
く
、
解
読
困
難
な
個
所
が
散
在
し
て
い
る
。

１
～
７
行
の
文
章
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
応
（
機
縁
に
応
じ
て
互
い
に
触
れ
ず
し
て
通
じ
合
う
こ
と
）
の
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
仏

と
衆
生
の
「
感
応
道
交
」
を
説
き
、
信
心
を
起
こ
す
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。

【
文
意
】（
１
～
７
行
）

〔
葵
藿
〕
は
日
に
随
っ
て
転
じ
、
芭
蕉
は
雷
に
よ
っ
て
成
長
す
る
。
阿
叔
迦
樹
は
、
女
人
が
撫
で
触
る
時
に
蓮
華
の
花
を
生
じ
た
。

橘
は
屍
の
栄
養
を
得
て
果
実
の
滋
味
を
多
く
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
心
の
な
い
草
木
で
さ
え
、
刺
激
に
応
じ
て
感
応
す
る
。
ま
し
て

仏
が
衆
生
の
機
縁
に
感
応
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
そ
の
感
応
道
交
の
様
子
は
、
仏
の
月
が
衆
生
の
心
の
水
に
映
し
出
さ
れ
る
よ

う
で
あ
り
、
谷
に
響
く
声
、
鏡
に
映
る
像
な
ど
の
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
世
に
釈
迦
が
誕
生
す
る
と
き
に
実
際
に
星
が
現
れ
、

漢
の
明
帝
の
夢
に
仏
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
盲
者
が
転
輪
聖
王
の
宝
冠
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
信
心
の
な
い
者
に

は
、
仏
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
卞
和
の
玉
も
時
代
に
合
わ
な
け
れ
ば
宝
に
な
ら
ず
、
迦
陵
頻
伽
の
美
し
い
声
も
聞
く
耳
が

な
け
れ
ば
瓦
礫
同
然
で
あ
る
。清
水
が
湧
く
と
こ
ろ
に
は
絶
え
る
こ
と
が
な
く
清
水
が
湧
き
続
け
る
。そ
の
よ
う
に
善
根
を
植
え
、（
欠

字
）
信
心
を
起
こ
し
な
さ
い
。



三
六

【
語
注
】（
１
～
７
行
）

２
葵
藿　

ひ
ま
わ
り
。
ま
た
は
、
蔬
菜
の
葵
（
フ
ユ
ア
オ
イ
）
と
藿
（
大
豆
の
葉
）。
葵
藿
は
太
陽
に
向
か
っ
て
傾
く
と
い
わ
れ
、

君
主
へ
の
仰
敬
に
譬
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
萬
葉
集
』
の
吉
田
宜
の
書
簡
に
も
み
ら
れ
る
。

　
　
　

宜
が
主
に
恋
ふ
る
誠
、
誠
は
犬
馬
に
逾
え
、
徳
を
仰
ぐ
心
、
心
は
葵
藿
に
同
じ
。

	

（『
萬
葉
集
』
巻
第
五
、
八
六
四
前
書
簡
）

２
芭
蕉　

バ
シ
ョ
ウ
科
バ
シ
ョ
ウ
属
の
大
型
多
年
草
で
、
茎
に
見
え
る
部
分
が
、
葉
が
巻
い
て
茎
の
よ
う
に
な
る
「
偽
茎
」
の
た
め
、

茎
に
芯
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。そ
の
た
め
、仏
典
で
は
実
体
の
な
い
も
の
の
例
と
し
て
比
喩
に
使
わ
れ
る
。維
摩
十
喩
な
ど
。「
雷

ニ
因
リ
テ
増
長
ス
」
の
出
典
は
未
見
。

２
阿
叔
迦
樹　

阿
輸
迦
樹
、
無
憂
樹
と
も
い
う
。
仏
伝
に
よ
る
と
、
釈
尊
の
母
・
摩
耶
夫
人
が
臨
月
に
、
阿
叔
迦
樹
の
花
を
摘
も
う

と
し
て
右
手
を
挙
げ
る
と
、
右
脇
か
ら
釈
尊
が
生
ま
れ
出
た
。
そ
の
時
、
樹
の
下
に
大
き
な
七
宝
の
蓮
の
花
が
生
じ
て
、
釈
尊
は

そ
の
上
に
堕
ち
た
と
い
う
。

　
　
　

	

夫
人
、
彼
の
園
中
に
、
一
大
樹
の
、
名
づ
け
て
、
無
憂
と
曰
ふ
有
る
を
見
る
。
花
色
香
鮮
に
、
枝
葉
分
布
し
て
、
極
め
て
茂

盛
を
為
す
。
即
ち
右
手
を
挙
げ
て
、
之
を
牽
き
て
摘
ま
ん
と
欲
す
る
や
、
菩
薩
、
漸
々
に
右
脇
よ
り
出
づ
。
時
に
、
樹
下
に
、

亦
、
七
宝
の
七
茎
の
蓮
華
を
生
ず
。
大
き
さ
車
輪
の
如
し
。
菩
薩
、
即すな
は
ち便、
蓮
華
の
上
に
堕
し
、
扶
持
す
る
者
な
く
て
、
自

ら
行
く
こ
と
、
七
歩
し
、
其
の
右
手
を
挙
げ
て
、
師
子
吼
す
。
	

（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）

２
橘
ハ
、
尸
ヲ
得
テ　

原
本
の
損
傷
と
擦
消
の
た
め
判
読
困
難
な
箇
所
だ
が
、
築
島
裕
氏
が
『
大
般
涅
槃
経
』
に
拠
っ
て
「
橘
ハ
屍
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ヲ
得
テ
菓
滋
ク
多
シ
」
と
補
読
し
た
。（
築
島
裕
「〔
書
評
〕
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』」、『
国
語
学
』

第
八
十
三
集
、
一
九
七
〇
年
十
二
月
）

３
心
无
キ
草
木　

仏
典
で
、
草
木
は
心
の
な
い
も
の
（
無
情
、
非
情
）
の
代
表
的
事
物
と
さ
れ
る
。

３
本
願　

衆
生
救
済
の
仏
菩
薩
の
誓
願
。

３
大
悲　

大
い
な
る
慈
悲
心
。

３
水
ノ
中
ニ
現
ル　

水
中
の
月
は
、依
他
十
喩
の
一
つ
の
水
月
の
喩
え
と
し
て
仏
典
に
散
見
す
る
。
依
他
十
喩
と
は
、依
他
起
生
（
因

縁
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
、
因
縁
が
な
く
な
る
と
消
滅
す
る
も
の
）
が
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
譬
え
た
も
の
で
、
幻
・
陽

焔
・
夢
・
水
月
・
響
・
空
華
・
像
・
光
影
・
変
化
事
・
尋
香
城
の
十
種
（『
大
般
若
経
』
巻
第
一
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
仏
と
衆

生
の
感
応
道
交
の
さ
ま
を
、
天
上
の
月
が
地
上
の
水
に
現
ず
る
こ
と
に
譬
え
て
お
り
、
天
台
宗
の
教
義
書
で
あ
る
『
法
華
玄
義
』

に
よ
る
表
現
と
思
わ
れ
る
。
56
行
に
も
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。（
拙
稿
「
水
の
中
の
月
─
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
け
る

天
台
教
学
の
受
容
─
」、『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
五
集
、
二
〇
一
三
年
三
月
参
照
）。

　
　
　

	

水
も
上
升
せ
ず
月
も
下
降
せ
ず
し
て
、
一
月
、
一
時
に
普
く
衆
水
に
現
ず
。
諸
仏
も
来
ら
ず
、
衆
生
も
往
か
ず
。
慈
善
根
の

力
、
此
の
如
き
の
事
を
見
る
、
故
に
感
応
妙
と
名
づ
く
。

	

（『
法
華
玄
義
』
第
二
上
）

　
　
　

	

一
月
降
ら
ず
、
百
水
升
ら
ず
し
て
、
河
の
短
長
に
随
ひ
、
器
の
規
矩
に
任
せ
て
、
前
無
く
後
無
く
一
時
に
普
く
現
ず
る
が
如

し
。
此
は
是
れ
不
思
議
の
妙
応
な
り
。

	

（『
法
華
玄
義
』
第
六
上
）



三
八

３
虚
谷
ノ
〔
響
〕　

実
体
が
な
く
縁
に
よ
っ
て
現
れ
る
現
象
と
し
て
、
前
項
の
依
他
十
喩
や
十
縁
生
句
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
仏
と
衆
生
の
感
応
に
譬
え
て
い
る
。

４
鏡
中
ノ
像　

前
項
・
前
々
項
に
同
じ
く
、
依
他
十
喩
、
十
縁
生
句
の
一
つ
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
仏
と
衆
生
の
感
応
に
譬
え
て
い
る
。

『
法
華
玄
義
』
に
も
感
応
の
喩
え
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

明
鏡
の
表
裏
清
澈
し
て
、
一
像
千
像
簡
択
す
る
所
無
く
、
功
力
を
須
ひ
ず
、
任
運
に
像
似
す
る
が
如
し
。

	

（『
法
華
玄
義
』
第
六
上
）

４
天
鼓　

忉
利
天
の
善
法
堂
に
あ
る
と
い
う
、
打
つ
者
な
く
し
て
、
自
然
に
鳴
る
鼓
。
253
行
に
も
再
出
す
る
。

４
摩
尼
珠　

宝
珠
。
転
輪
聖
王
の
七
宝
の
一
つ
。
自
然
に
光
明
を
発
す
る
珠
。
253
行
に
も
再
出
す
る
。

４
周
ノ
歳
時
ニ　
「
時
」
は
、
廓
を
施
し
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
推
敲
の
跡
か
。
釈
尊
誕
生
（
紀
元
前
五
世
紀
頃
）
は
、
中
国
の
周

代
に
あ
た
る
。
仏
伝
に
よ
る
と
、
明
星
の
出
る
時
に
釈
尊
の
神
（
魂
）
が
母
の
摩
耶
夫
人
に
降
胎
し
た
と
い
う
。

　
　
　

	

護
明
菩
薩
は
天
人
金
団
に
謂
っ
て
曰
く
「
往
昔
の
補
処
の
菩
薩
の
託
生
の
家
は
、
六
十
種
の
功
徳
を
具
し
、
三
代
清
浄
な
る

べ
し
。
汝
は
閻
浮
に
下
っ
て
我
が
為
に
観
察
せ
よ
」
と
。
云
々
。
周
。
昭
王
元
年
。

	

（『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
二
）。

　
　
　

大
光
明
を
放
ち
て
、
普
く
十
方
を
照
し
、
四
月
八
日
の
明
星
の
出
る
時
を
以
て
、
神
を
母
胎
に
降
す
。

	

（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）

４
漢
ノ
明
帝
ノ
時
（
代
）　
「
明
帝
ノ
時
」
は
廓
を
施
し
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
漢
の
明
帝
の
夢
に
金
人
（
仏
）
が
現
れ
た
こ
と
を
、

仏
教
の
中
国
初
伝
と
す
る
伝
説
に
よ
る
。
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世
に
伝
ら
く
、
明
帝
夢
に
金
人
の
長
大
な
る
を
見
る
。
頂
に
光
明
有
り
。
以
て
群
臣
に
問
ふ
。
或
の
曰
く
、
西
方
に
神
有
り
、

名
を
仏
と
曰
ふ
。

	

（『
後
漢
書
』
巻
第
七
十
八
、
西
域
伝
）

５
輪
王
ノ
瑶
冠　

転
輪
聖
王
の
宝
冠
。
転
輪
聖
王
は
、
天
か
ら
宝
の
輪
を
授
け
ら
れ
、
正
義
を
も
っ
て
全
世
界
を
統
治
す
る
と
い
う

帝
王
。

５
仏
ノ
金
軀　

仏
の
金
色
の
身
体
。
仏
の
三
十
二
相
の
中
に
、
身
金
色
相
が
あ
り
、
皮
膚
が
な
め
ら
か
で
金
色
に
輝
い
て
い
る
と
い

う
。

５
卞
和
ガ
玉　

卞
和
は
、
周
、
楚
の
人
。
玉
璞
（
掘
り
出
し
た
ま
ま
磨
い
て
い
な
い
玉
）
を
厲
王
に
献
じ
た
が
、
詐
と
さ
れ
て
左
足

を
切
ら
れ
、
武
王
に
献
じ
て
ま
た
右
足
を
切
ら
れ
、
文
王
の
時
に
や
っ
と
宝
玉
で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
（『
蒙

求
』
巻
第
二
な
ど
）。

５
寶　

原
文
に
「
珎
」
と
「
寶
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、単
な
る
異
体
字
の
関
係
で
は
な
く
、書
き
分
け
の
意
識
が
み
ら
れ
る
。「
三

寶
」
は
「
三
珎
」
と
は
書
か
な
い
、
な
ど
（
中
田
書
釈
文
注
記
参
照
）。

５
加
　

迦
陵
頻
伽
。
美
声
の
鳥
。
極
楽
浄
土
に
住
む
鳥
と
い
わ
れ
る
。

６
凍
水　

清
水
。
清
ら
か
な
湧
水
。

６
出
シ
所
ニ
ナ
モ　
「
ナ
モ
」
は
、係
助
詞
「
ナ
ム
」
の
上
代
語
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
359
行
と
二
回
使
用
さ
れ
て
い
て
、「
ナ

ム
」
の
使
用
は
な
い
。

６
善
根　

善
報
の
も
と
に
な
る
善
い
行
い
。



四
〇

６
手　

手
の
先
、
ま
た
は
指
先
。「
手
子
タ
ナ
ス
ヱ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
仏
下
本
）

【
翻
刻
】（
８
行
～
15
行
）

８
富
カ
中
ニ
貧
ハ
自
所
招
貴
カ
中
ニ
賤
ハ
〔
自
所
〕
餝
カ
サ　

朝
々
抱
カ
ヽ
ヘ
テ
膝
ヲ
而有ヘ
シ
貧
□
□

念
ヘ
ト
モ

９
□
□
□
無
〔
ナ
カ
ラ
〕
人
ハ
福
田
可
加
〔
財
物
〕

夕
々
〔
柯
〕

　

嗟
〔
ケ
ト
〕　
〔
議
〕
頬
ツ
ラ　
　

嘆
ケ
ト
モ
都
无
〔
利
〕
モ
①
→

10
〔
臨
淵
而
羨
〕
魚
退
而
不ト
云
カ
如
如
造
ス
〔
カ
〕
ム
ニ
ハ
網
ヲ　

无
己
財
ハ
従
〔
数
〕
鄰
財
ヲ　

不
如
替
〔
カ
〕
ヘ
テ
〔
富
〕
ノ

11
〔
貪
〕
ム
サ
ホ
リ
ニ
〔
為
〕
一
ノ
施
ヲ
←
①
不サラ
ム堪
人
ハ
十八
万
尓
□
物

六
无
尽
蔵
ニ　

入
一
銭
②
→
〔

〔
无
〕一
銭
之
人无〕

ク
ハ　
〔
无
〕
者
合
セ
ヨ　

掌
无
クハ

12
香
発
菩
心　

无

□
□

ク
ハ
供
具
翹
三
業
之
礼　

以〔无
〕
為
供
具
礼
拝
仏
法
僧

身
礼
以
口
〔
讃
〕
以
意
念　

←
②
是
名
无
価
珎
ト　

諸
仏

13
□
讃
③
→　

世
間
ニ
有
〔
欲
〕
□
□
□
時　
〔
蒙
〕
小
福
〔
利
〕
□
大
ニ
〔
得
財
〕
大
福　

大
ニ
〔
農
〕
時

14
農
夫
ツ
ク
リ
ヒ
ト
終
日
作
而
獲
一
日
之
価
タ
カ
ラ　

猟
師
通
夜
〔
覔
而
〕
イ
ト
ナ

ミ
テ
　

得
少聊
〔
之
〕
物
□
□

15
金
尚
費
精
神
砕
屈
筋
〔
ヲ
〕
矧
大欲
ニ
所
欣
ネ
カ
ヒ
シ
蒙
大
祚
人　
〔
豈
〕
法
廷
ニ
不
朽
斧オノ
ヽ
エ柄

【
読
み
下
し
文
】（
８
～
15
行
）

富
メ
ル
ガ
中
ニ
貧
シ
キ
ハ
、
自
ラ
招
ク
所
ナ
リ
。
貴
キ
ガ
中
ニ
賤
シ
キ
ハ
、〔
自
〕
ラ
餝カザ
ル
〔
所
〕
ナ
リ
。
朝
ア
サ
ナ々

膝
ヲ
抱カカ
ヘ
テ
念
ヘ

ド
モ
、（
貧
シ
ク
モ
有
ル
ベ
シ
）。

□
□
□
無
〔
カ
ラ
ム
〕
人
ハ
、
福
田
ニ
加
フ
可
キ
〔
財
物
〕
ヲ
入
レ
ヨ
。（
夕
々
〔
柯
〕
嗟ナゲ
ケ
ド
モ
）、
頬ツラ
ヲ
〔
議ツ
キ
テ
〕
嘆
ケ
ド
モ
、

都カツテ
〔
利
〕
モ
无
シ
。
①
→
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〔
淵
ニ
臨
ミ
テ
〕
魚
ヲ
〔
羨
〕
マ
ム
ヨ
リ
ハ
、
退
キ
テ
網
ヲ
造ス
カ
ム
ニ
ハ
如
カ
ジ
ト
（
云
フ
ガ
如
シ
）。
己
ガ
財
无
ク
ハ
、
隣
ノ
財
ヲ

〔
数
ヘ
ム
〕
従
リ
ハ
、〔
富
〕
ノ
〔
貪
リ
〕
ニ
替カ
ヘ
テ
、
一
ノ
施
ヲ
〔
為
ル
ニ
〕
如
カ
ズ
。

←
①
堪
へ
〔
ザ
ラ
ム
〕
人
ハ
、
十
六
无
尽
蔵
（
八
万
尓
□
物
）
ニ
一
銭
ヲ
入
レ
ヨ
。〔
无
〕
ク
バ
、（
一
銭
〔
无
〕
キ
人
ハ
）『
无
者
』

掌
ヲ
合
セ
ヨ
。
香
无
ク
バ
、
菩
心
ヲ
発
セ
。
□
□
、
供
具
无
ク
バ
三
業
ノ
礼
ヲ
翹
ク
ハ
ダテ
ヨ
。
身
ヲ
以
テ
礼
セ
ヨ
。
口
ヲ
以
テ
讃
ゼ
ヨ
。

意
ヲ
以
テ
念
ゼ
ヨ
。（
供
具
ヲ
為
ス
コ
ト
〔
无
〕
ク
バ
、
仏
法
僧
ヲ
礼
拝
セ
ヨ
。）

②
→
是
レ
ヲ
无
価
珎
ト
名
ヅ
ク
。
諸
仏
□
讃
③
→
世
間
ニ
〔
欲
〕
□
□
□
有
ル
時
ニ
ハ
、
小
シ
キ
ナ
ル
福
〔
利
〕
ヲ
蒙
リ
、
大
キ
ニ

〔
財
ヲ
得
〕
レ
バ
、
大
キ
ナ
ル
福
ア
リ
。『
大
キ
ニ
』

〔
農
〕
時
ニ
農ツク
リ
ヒ
ト夫
ノ
終ヒネ
モ
ス日
ニ
作
リ
テ
一
日
ノ
価
タ
カ
ラヲ
獲
。猟
師
ノ
通ヨモ
ス
メ夜
ニ
〔
覔
イ
ト
ナ〕
ミ
テ
、少
シ
キ
（
聊
カ
ナ
ル
）
物
ノ
□
□
ヲ
得
。

金
ハ
、
尚
シ
精
神
ヲ
費
シ
、
筋
〔
ヲ
〕
屈
ミ
砕
キ
ヌ
。
矧
イ
ハ
ムヤ
、
大
キ
ニ
大
キ
ナ
ル
祚
を
蒙
ラ
ム
ト
欣
ヒ
シ
（
欲
ヒ
シ
）
人
ハ
、〔
豈
〕

ニ
法
ノ
庭
ニ
斧
ノ
柄
、
朽
チ
ザ
ラ
メ
ヤ
。

【
解
説
】（
８
～
15
行
）

布
施
と
礼
拝
の
す
す
め
。
現
在
の
貧
し
さ
は
前
世
の
報
い
な
の
で
嘆
い
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
福
を
得
る
た
め
に
は
、
根
気

よ
く
布
施
を
せ
よ
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
三
業
供
養
（
身
口
意
の
礼
拝
）
を
せ
よ
と
説
い
て
い
る
。

【
文
意
】（
８
行
～
15
行
）

富
め
る
者
の
中
の
貧
し
さ
は
、
自
ら
が
招
い
た
報
い
で
あ
り
、
高
貴
な
者
の
中
の
賤
し
さ
は
、
自
ら
が
飾
り
奢
っ
た
報
い
で
あ
る
。
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毎
朝
膝
を
抱
え
て
嘆
い
て
も
、
貧
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。（
毎
夕
嘆
い
て
も
）、
頬
づ
え
を
突
い
て
嘆
い
て
い
て
も
、
何
の
利

益
も
な
い
。
①
→

「
淵
か
ら
魚
を
の
ぞ
い
て
羨
ん
で
い
る
よ
り
も
、
淵
か
ら
退
い
て
網
を
作
れ
」
と
い
う
故
事
の
よ
う
に
、
自
分
に
財
が
な
け
れ
ば
、

隣
の
財
を
数
え
て
羨
む
の
で
は
な
く
、
富
の
貪
り
に
替
え
て
、
自
分
の
持
て
る
財
を
布
施
せ
よ
。
財
無
き
も
の
は
、
十
六
無
尽
蔵
に

一
銭
で
も
寄
進
せ
よ
。
一
銭
も
無
き
者
は
、
た
だ
合
掌
せ
よ
。
奉
る
香
が
な
け
れ
ば
、
菩
提
心
を
お
こ
せ
。
供
具
が
な
け
れ
ば
、
三

業
（
身
口
意
）
の
礼
を
つ
と
め
よ
。
身
を
以
て
礼
せ
よ
。
口
を
以
て
讃
ぜ
よ
。
意
を
以
て
念
ぜ
よ
。
供
具
を
奉
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、
仏
法
僧
を
礼
拝
せ
よ
。

②
→
こ
れ
を
無
価
珎
と
名
づ
く
。
諸
仏
（
欠
字
）
讃
。

③
→
世
間
に
（
欠
字
）
有
る
時
に
は
少
し
の
福
を
受
け
、
大
き
な
財
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
時
に
は
、
大
き
な
福
を
受
け
る
。
農

期
に
農
夫
が
終
日
働
い
て
、
や
っ
と
一
日
分
の
収
穫
を
得
る
。
猟
師
が
夜
通
し
働
い
て
、
や
っ
と
少
し
の
獲
物
を
得
る
。
金
を
得
る

に
は
さ
ら
に
、
精
神
を
費
や
し
肉
体
の
筋
を
砕
く
。
大
き
な
福
利
を
得
よ
う
と
願
っ
た
人
は
、
斧
の
柄
が
朽
ち
る
ほ
ど
の
長
い
時
間

が
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
語
注
】（
８
行
～
15
行
）

８
餝
ル　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
ほ
か
に
、「
厳
」「「
荘
」「
飾
」
に
「
カ
サ
ル
」
の
訓
が
あ
る
。「
厳
カ
サ
」（
86
行
）、「
荘
カ
サ

厳
シ
ツ
」（
294
行
）、「
作
ツ
ク
ロ
飾
カ
サ
ハ
ナ
リ
」（
315
行
）。

８
膝
ヲ
抱
ヘ
テ　

膝
を
抱
え
る
の
は
、
憂
い
や
歎
き
の
し
ぐ
さ
。
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縄
牀
を
繦
負
す
れ
ば
、
獄
の
傍
の
盗
士
も
膝
を
抱
い
て
仰
い
で
歎
く
。

	

（『
三
教
指
帰
』
巻
下
）

９
福
田　

幸
福
を
生
み
出
す
田
の
意
。
信
仰
し
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
徳
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
の
こ
と
で
、
仏
や
僧

侶
な
ど
を
さ
す
。

９
〔
柯
〕　

解
読
が
困
難
な
文
字
。
中
田
書
は
「
揃
ヘ
テ
」
と
し
、『
総
索
引
』
讀
下
し
文
［
注
］
に
、「
柯　

─
存
疑
。「
サ
ヽ
ヘ
テ
」

な
ど
と
訓
ず
べ
き
字
か
。」
と
あ
る
。

９
都カツ
テ
〔
利
〕
モ
无
シ　

副
詞
「
か
つ
て
」
は
、
下
に
打
消
の
語
を
伴
い
、
強
い
否
定
を
現
す
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』「
都
」
は
九

例
、す
べ
て
「
无
」「
不
」「
未
」
を
伴
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
訓
点
語
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）
に
よ
る
と
、「
か
つ
て
…
打
消
」

の
表
現
は
、
奈
良
時
代
か
ら
認
め
ら
れ
る
表
現
で
、
平
安
時
代
に
は
専
ら
訓
点
資
料
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

10
〔
淵
ニ
臨
ミ
テ
〕　

中
田
書
の
補
読
。「
臨
淵
羨
魚
」
は
、
羨
む
だ
け
で
は
、
欲
し
い
も
の
が
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
故
事
。「
古

人
有
言
、
臨
淵
羨
魚
、
不
如
退
而
結
網
。」（『
漢
書
』
巻
第
五
十
六
、
董
仲
舒
伝
）。

11
十
六
无
尽
蔵　

十
六
は
大
数
。
無
尽
蔵
は
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
財
宝
を
有
す
る
蔵
。

12
菩
心　
「
提
」
の
脱
字
。
菩
提
心
。
悟
り
を
求
め
る
心
。

12
三
業
ノ
礼
ヲ
翹
ク
ハ
ダテ
ヨ　

三
業
は
身
・
口
・
意
。「
三
業
供
養
を
つ
と
め
よ
」
の
意
。
法
相
宗
の
教
義
書
『
法
華
文
句
』
に
、「
供
養

と
は
、
通
じ
て
は
三
業
皆
供
養
な
り
」（
巻
第
二
下
）
と
説
か
れ
て
い
る
。「
翹
」
は
、
つ
ま
だ
つ
、
思
い
立
つ
、
つ
と
め
る
の
意
。

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
翹
ク
ハ
タ
ツ
」（
僧
上
）
と
あ
る
。

12
無
価
珎　

値
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴
重
な
宝
。
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14
農ツク
リ
ヒ
ト夫　
「
ツ
ク
リ
ヒ
ト
」
の
訓
は
、仮
名
書
の
孤
例
。興
福
寺
本
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
「
農
夫
」
に
「
多
都
久
留
乎
乃
去
（
タ

ツ
ク
ル
ヲ
ノ
コ
）」（
上
巻
第
五
縁
）
の
訓
釈
が
あ
る
。

15
大
キ
ナ
ル
祚　

大
き
な
さ
い
わ
い
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
祚
サ
イ
ハ
ヒ　

ヤ
ス
シ　

ム
ク
」（
法
下
）
の
和
訓
が
あ
る
。

15
斧
ノ
柄
、朽
チ
ザ
ラ
メ
ヤ
。　

斧
の
柄
が
朽
ち
る
ほ
ど
の
長
期
間
の
こ
と
を
い
う
。中
田
書
出
典
調
査
参
照
。「
斧
の
柯
を
視
れ
ば
、

爛
尽
す
。
既
に
帰
る
、
復
時
人
無
し
」（『
述
異
記
』
巻
上
）

【
翻
刻
】（
16
～
17
行
）

16　

波
斯
匿
王
及
眷
属
衆
之
避
法
席
時
仏
制
ト
ヽ
メ
給
タ
リ
止　
　

法
華
会
五
千
輩
之
法退坐

時
仏
不

17　
〔
止
ト
〕
ヽ
メ
給

【
読
み
下
し
文
】（
16
～
17
行
）

〔
波
〕
斯
匿
王
ト
眷
属
衆
ノ
、
法
ノ
席
ヲ
避
ケ
シ
時
ニ
ハ
、
仏
、
制ト
ド止
メ
給
ヒ
タ
リ
。
法
華
会
ニ
五
千
ノ
輩
ノ
、（
法
ノ
）
坐
ヲ
退マカ
リ

シ
時
ニ
ハ
仏
〔
止トド
〕
メ
給
ハ
ザ
リ
キ
。

【
文
意
】（
16
～
17
行
）

波
斯
匿
王
と
眷
属
衆
が
法
会
を
退
席
す
る
時
に
は
、
仏
は
制
止
さ
れ
た
。
法
華
会
で
五
千
人
が
退
席
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
仏

は
制
止
さ
れ
な
か
っ
た
。

マ
カ
リ
シ
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【
語
注
】（
16
～
17
行
）

16
波
斯
匿
王　

釈
迦
と
同
時
代
の
中
イ
ン
ド
舎
衛
国
の
王
。
釈
迦
仏
と
同
日
に
生
ま
れ
、
成
道
の
同
日
に
即
位
し
た
と
さ
れ
る
。
釈

迦
教
団
の
保
護
者
。

16
眷
属
衆　

従
者
た
ち
の
こ
と
。

16
法
ノ
席
ヲ
避
ケ
シ
時
ニ
ハ　

原
文
「
避
法
」
は
、
何
ら
か
の
文
字
を
消
し
て
、
そ
の
横
に
書
い
た
文
字
。

16
制
止
メ
給
ヒ
タ
リ　

そ
の
場
か
ら
去
ら
な
い
よ
う
に
お
止
め
に
な
っ
た
。
波
斯
匿
王
退
坐
の
伝
説
は
出
典
未
見
。

16
法
華
会
ニ
五
千
ノ
輩
ノ
法
ノ
坐
ヲ
退
リ
シ
時
ニ
ハ　
『
法
華
経
』
に
、
い
ま
だ
悟
っ
て
い
な
い
の
に
悟
っ
た
と
思
い
あ
が
っ
た
者

五
千
人
が
説
法
の
坐
を
退
席
し
た
が
、
仏
は
制
止
さ
れ
な
か
っ
た
と
あ
る
。

　
　
　

	

こ
の
語
を
説
き
た
ま
ふ
時
、
会
の
中
に
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
五
千
人
等
あ
り
て
、
即
ち
坐
よ
り
起
ち
て
仏

を
礼
し
て
退
け
り
。
所
以
は
い
か
ん
。
こ
の
輩
は
、
罪
の
根
深
重
に
し
て
、
及
び
増
上
慢
に
し
て
、
未
だ
得
ざ
る
を
得
た
り

と
謂おも
い
、
未
だ
証
せ
ざ
る
を
証
せ
り
と
謂
へ
り
。
か
く
の
如
き
失
あ
り
。
こ
こ
を
も
ち
て
住
せ
ざ
る
な
り
。
世
尊
は
黙
然
と

し
て
制
止
し
た
ま
は
ず
。

	

（『
法
華
経
』
巻
第
一
、
方
便
品
）

【
翻
刻
】（
18
～
19
行
）

18　

←
③
一
年
三
百
六
十
日　

此
中
一
日
修
法　

一
百
〔
衆
无
〕
造
罪　

以
一
日
善
滅
百
日
罪　

人
間
飢
渇
之
苦スラ

19　

甚
劇　

矧
餓
鬼
飢
渇
苦　

人
間
囹
圄
甚
畏　

矧
地
獄　

之
囹
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【
読
み
下
し
文
】（
18
～
19
行
）

←
③
一
年
ニ
ハ
三
百
六
十
日
ア
リ
。
此
ノ
中
ノ
一
日
ノ
修
法
ハ
、
一
百
ノ
〔
衆
〕、
罪
ヲ
造
ル
コ
ト
〔
无
シ
〕。
一
日
ノ
善
ヲ
以
テ
、

百
日
ノ
罪
ヲ
滅
ス
。
人
間
ノ
飢
渇
ノ
苦
ス
ラ
甚
ダ
劇ハゲ
シ
。
矧
ヤ
、
餓
鬼
ノ
飢
渇
ノ
苦
ハ
。
人
間
ノ
囹
圄
ハ
甚
タ
畏
シ
。
矧
ヤ
、
地
獄

ノ
囹
ハ
。

【
解
説
】（
18
～
19
行
）

修
法
と
善
行
の
す
す
め
。

【
文
意
】

←
③
一
年
に
は
三
六
十
日
あ
る
。そ
の
中
の
た
っ
た
一
日
の
修
法
に
よ
っ
て
百
人
が
罪
を
造
る
こ
と
が
な
く
な
り
、一
日
の
善
を
も
っ

て
百
日
の
罪
を
滅
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
の
飢
え
渇
き
の
苦
で
さ
え
甚
だ
劇
し
い
。
況
や
、
餓
鬼
の
飢
渇
の
苦
の
劇
し
さ
は
。
人

間
の
牢
獄
は
甚
だ
恐
ろ
し
い
。
況
や
、
地
獄
の
牢
獄
の
恐
ろ
し
さ
は
。

【
語
注
】

19
餓
鬼　

餓
鬼
道
の
衆
生
。
餓
鬼
道
は
、衆
生
が
輪
廻
す
る
六
つ
の
世
界
（
六
道
）
の
一
つ
。
飢
え
と
渇
き
に
苦
し
み
続
け
る
世
界
。

19
囹
圄　

牢
獄
。

19
地
獄
ノ
囹　
「
地
獄
」
は
地
下
に
あ
る
牢
獄
の
意
で
、
生
前
の
罪
が
も
っ
と
も
重
い
者
が
行
く
と
こ
ろ
。
六
道
（
前
項
参
照
）
の
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一
つ
。

【
翻
刻
】（
20
～
26
行
）

20　
〔
見
〕
ト
モ
幼　

人
之
老
而
未見
老
人　

幼作　

聞
ト
モ
生
イ
ケ
ル
人
之
死
ヲ
ハ
未
聞
死
人
之
反
生
蘭

21　

殿
之
上
多
別　

少
会　

松青
之
下
有
哀耳　

无
楽　

夜
皷
屡
鳴
日
影
易
傾　

前
ユ
ク
サ
キ
ノ

22　
〔
生
〕
未不
〔
与
〕　

春
〔
資
料
末
半
〕
薗
ニ
ハ
麗
華
无
楽
情
而
独
咲
是
則
成
実
将
栄
之
状
秋
野
□
虫
不
流

23　

涙
而
空
鳴　

□是則
□　

散オチ
葉
将
衰
之
像　

紅
容
黒
髪
不
覩
老
躰　

壮
年
彩
儀
无
曲カヽ
マ
レ
ル

形

24　

④
→　

聊
〔
物
〕
一
〔
種
〕
モ　

□
□
□　

不
従
閻
魔
之
城　

少
因　

少
善
己
ソ	

←
④　

作
泥
梨
之
粮

25　

班
超
カ
往
シ
ハ
天
笠
ニ　

戴
雪
而
反
家　

蘇
武
カ
行ユキ
シ
ハ胡
地
ニ
晧
首
而
来
国　

逕テモ
年
月
ヲ
而
有
シ

26　

有
レ
ハ
亦
モ
相
見
ツ　

无
常
之
別
ハ
経
テ
モ
日
〔
月
〕
ヲ
片
時
無
相可
見
談

【
読
み
下
し
文
】（
20
～
26
行
）

幼
キ
人
ノ
老
ユ
ル
ヲ
バ
（
見
レ
ド
モ
）、
老
イ
タ
ル
人
ノ
幼
ク
（
作ナ
レ
ル
ヲ
）
見
ズ
。
生
ケ
ル
人
ノ
死
ヌ
ル
ヲ
バ
聞
ケ
ド
モ
、
死
ニ

シ
人
ノ
反
リ
テ
生
ク
ル
ヲ
聞
カ
ズ
。

蘭
殿
ノ
上
ニ
ハ
別
ル
ル
コ
ト
多
ク
シ
テ
、会
フ
コ
ト
少
シ
。（
青
）
松
ノ
下
ニ
ハ
哀
シ
ビ
（
ノ
ミ
）
有
リ
テ
、楽
シ
ビ
无
シ
。
夜
ノ
皷
、

屡
シ
バ
シ
バ鳴
リ
テ
、
日
ノ
影
傾
キ
易
シ
。
前
ユ
ク
サ
キノ
〔
生
〕
ニ
未
ダ
与
ラ
ズ
（
資
糧
未
半
？
）

春
ノ
薗
ニ
ハ
、
麗
シ
キ
華
、
楽
情
无
ク
シ
テ
獨
リ
咲
ク
。
是
レ
則
チ
、
実
ト
成
リ
栄
エ
ム
ト
ス
ル
状
ナ
リ
。
秋
ノ
野
ニ
ハ
、
虫
、
涙



四
八

ヲ
流
サ
ズ
シ
テ
空
シ
ク
鳴
ク
。（
是
レ
則
チ
）、
葉
散オ
チ
テ
、
衰
ヘ
ム
ト
ス
ル
像
ナ
リ
。
紅
ノ
容
、
黒
キ
髪
ハ
老
体
ニ
覩
ズ
。
壮
年
ノ

彩
儀
ニ
ハ
曲カカ
マ
レ
ル
形
无
シ
。

④
→
聊
ナ
ル
〔
物
〕、
一
ノ
〔
種
〕
モ
□
□
□
閻
魔
ノ
城
ニ
従
ハ
ズ
。
少
因
、
少
善
己
ソ
←
④
泥
梨
ノ
粮
ト
作
ラ
ム
。

班
超
ガ
天
竺
ニ
往
キ
シ
ハ
、
雪
ヲ
戴
キ
テ
家
ニ
反
リ
キ
。
蘇
武
ガ
胡
地
ニ
行
キ
シ
ハ
、
首
ヲ
晧シロ
ク
シ
テ
国
ニ
来
リ
キ
。
年
月
ヲ
逕
テ

モ
有
リ
シ
有
レ
バ
、
亦
モ
相
ヒ
見
ツ
。
无
常
ノ
別
レ
ハ
、
日
月
ヲ
経
テ
モ
、
片
時
モ
相
ヒ
見
テ
談
ラ
フ
可
キ
コ
ト
無
シ
。

【
解
説
】

無
常
の
理
と
死
の
永
遠
の
別
れ
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
対
句
で
構
成
さ
れ
た
修
辞
的
な
文
章
。

【
文
意
】（
20
～
26
行
）

幼
い
者
が
老
い
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、老
人
が
幼
く
若
返
る
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
生
き
て
い
る
人
が
死
ぬ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

死
ん
だ
者
が
生
き
返
っ
た
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
人
も
自
然
も
老
や
死
を
免
れ
得
ず
、
無
常
の
別
れ
は
永
遠
で
あ
る
。
蘭
殿
の

上
に
別
れ
は
多
く
、
会
う
こ
と
は
少
な
い
。
青
松
の
下
で
悲
し
み
は
多
く
、
楽
し
み
は
少
な
い
。
夜
を
知
ら
せ
る
鼓
は
し
ば
し
ば
鳴

り
、
日
の
影
は
傾
き
や
す
い
。
先
の
世
の
こ
と
は
ま
だ
何
も
わ
か
ら
な
い
。
春
の
園
に
は
、
麗
し
い
花
が
、
自
ら
楽
し
む
感
情
な
く

独
り
咲
く
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
や
が
て
花
が
実
と
な
り
繁
栄
し
て
い
く
た
め
の
現
象
で
あ
る
。
秋
の
野
の
虫
は
涙
を
流
す
こ
と
な
く

鳴
く
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
や
が
て
冬
に
な
り
葉
が
落
ち
て
衰
退
し
て
い
く
た
め
の
現
象
で
あ
る
。
紅
顔
と
黒
髪
は
老
体
に
見
る
こ
と

は
な
い
。
壮
年
の
立
派
な
姿
に
腰
が
曲
が
っ
た
様
子
は
な
い
。
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四
九

④
→
聊
か
の
物
、
一
つ
の
〔
種
〕
も
（
欠
字
）
閻
魔
王
の
城
に
は
持
っ
て
い
け
ず
、
少
因
少
善
こ
そ
が
←
④
地
獄
行
き
の
糧
に
な

る
。班

超
は
天
竺
に
行
っ
た
が
老
年
に
な
っ
て
帰
還
し
、
蘇
武
も
胡
地
に
行
っ
た
が
年
老
い
て
帰
国
し
た
。
生
き
て
こ
そ
い
れ
ば
、
年

月
が
経
っ
て
も
ま
た
会
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
死
の
無
常
の
別
れ
の
場
合
は
、
い
く
ら
年
月
が
経
っ
て
も
再
び
会
っ

て
語
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

【
語
注
】（
20
～
26
行
）

20
蘭
殿　

豪
華
な
部
屋
。
特
に
后
の
寝
室
を
言
う
。

21
（
青
）
松　

墓
の
こ
と
。
山
上
憶
良
の
文
に
も
「
青
松
」
の
例
が
あ
る
。

　
　
　

隴
上
の
青
松
は
、
空
し
く
信
剣
を
懸
け
、
野
中
の
白
楊
は
、
但
悲
風
に
吹
か
る
る
の
み
。

	
（
山
上
憶
良
「
悲
歎
俗
道
仮
合
即
離
易
去
難
留
詩
一
首
幷
序
」、『
萬
葉
集
』
巻
第
五
）

21
前
ノ
〔
生
〕　
「
前
ユ
ク
サ
キ
ノ
」
と
の
仮
名
書
き
が
あ
る
の
で
、「
前
世
」
で
は
な
く
、
生
ま
れ
変
わ
る
先
の
生
（
来
世
）
の
こ
と
。

74
行
に
も
、「
前
ユ
ク
サ
塗
モ
」
と
あ
る
。

22
未
ダ
与
ラ
ズ　

行
頭
が
欠
損
と
擦
消
の
た
め
解
読
が
困
難
で
諸
説
に
わ
か
れ
て
い
る
。「
□
未
與
」（
田
山
釈
文
）、「
□
未不
契？
」（
中

田
書
）、「｛
生
｝『
未不
』
与
」（『
総
索
引
』）。
こ
の
文
章
は
無
常
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、『
総
索
引
』
に
従
い
、「
死
後
に
生

ま
れ
変
わ
る
世
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」
の
意
に
と
り
、「
前
の
生
に
与
ア
ズ
カら
ず
」
と
す
る
。

21
散
チ
テ　
「
散
オ
チ
」。
落
葉
の
こ
と
。
散
華
の
意
の
「
散
」
を
32
行
で
は
「
散
チ
ラ
シ
テ
」
と
訓
ん
で
い
る
。



五
〇

23
曲
レ
ル
形　

腰
の
曲
が
っ
た
姿
。「
曲
カ
カ
マ
ル
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
僧
下
）。

24
閻
魔
ノ
城　

閻
魔
王
の
宮
殿
。
閻
魔
王
は
、
死
後
の
世
界
の
支
配
者
で
、
亡
者
の
罪
を
裁
く
。

24
泥
梨
ノ
粮　

泥
梨
は
「
地
獄
（niraya

）」
の
音
写
語
。
少
因
少
善
は
地
獄
行
き
の
旅
の
食
糧
に
な
る
。
つ
ま
り
、
善
因
が
少
な

い
と
、
死
後
に
地
獄
行
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

25
班
超　

後
漢
、
安
陵
の
人
。
明
章
両
帝
の
時
、
西
域
を
征
し
て
歴
官
し
、
三
十
一
年
後
、
老
年
に
な
っ
て
帰
還
し
た
。

25
雪
ヲ
戴
キ
テ　

白
髪
に
な
っ
て
。

25
天
竺　

イ
ン
ド
。
原
文
「
天
笠
」。
141
行
と
389
行
に
も
天
竺
を
「
天
笠
」
と
書
い
て
あ
る
。

25
蘇
武　

漢
、
杜
陵
の
人
。
漢
武
帝
の
時
、
匈
奴
に
使
し
て
、
十
九
年
間
北
海
（
バ
イ
カ
ル
湖
）
の
ほ
と
り
に
幽
置
さ
れ
た
が
、
昭

帝
が
匈
奴
と
和
親
し
て
、
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

25
胡
地　

北
方
の
蛮
国
。

25
首
ヲ
晧シロ
ク
シ
テ　

白
髪
に
な
っ
て
。

25
有
リ
シ　
「
有
シ
」。
連
用
形
に
助
詞
「
シ
」
が
付
く
例
。
66
行
に
も
見
ら
れ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
ほ
か
に
助
詞
「
シ
」

が
、
名
詞
に
付
く
例
（
222
行
・
224
行
二
ヶ
所
）、
助
詞
「
ト
」
に
付
く
例
（
60
行
）、
助
詞
「
ヲ
」
に
付
く
例
（
70
行
）、「
テ
シ
カ

モ
ヤ
」（
219
・
220
行
）
が
み
ら
れ
る
。

【
翻
刻
】（
27
～
30
行
）

27　

昔
世

六
種

殖
善
因
之
人　

作
福
徳
丈
雄　

智
慧
丈
女
ヲ
ミ　

无
価
珎
器
ニ　

盛
モ
リ
盈
百
味
供
具
ヲ
而



東大寺諷誦文稿注釈〔一〕

五
一

28　

供
養
三
世
三
寶　

我
等
ハ
昔
不
殖
善
因　

生
五
濁
悪
世　

生
老
病
死
之
恐
所
迫　

聞

29　

依
報
正
報
之
不
足
聲　

何
而
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
備
ソ
ナ
ヘ
儲
テ
如
法
之
供大御
養　

欲
ト
モ
奉
三
世

30　

三
寶
某
仏
云
某
経
云
某
云

【
読
み
下
し
文
】（
27
～
30
行
）

六
種

昔
世
ニ
善
因
ヲ
殖
ヱ
シ
人
、
福
徳
ノ
丈
雄
、
智
慧
ノ
丈ヲミ
ナ女
ト
作
リ
、
无
価
ノ
珎
器
ニ
百
味
ノ
供
具
ヲ
盛
リ
盈
テ
テ
、
三
世
三
寶

ヲ
供
養
ス
。
我
等
ハ
、
昔
、
善
因
ヲ
殖
ヱ
ズ
、
五
濁
ノ
悪
世
ニ
生
ル
。
生
老
病
死
ノ
恐
レ
ニ
迫
ラ
レ
、
依
報
正
報
ノ
足
ラ
ヌ
声
ヲ
聞

ク
。
何イカ
ニ
シ
テ而
カ
如
法
ノ
（
大
御
）
供
養
ヲ
備ソナ
ヘ
儲
ケ
テ
、
三
世
三
寶
、
某
仏
ニ
奉
ラ
ム
ト
欲
ヘ
ド
モ
云
。
某
経
云
。
某
云
。

【
解
説
】（
27
～
30
行
）

墨
書
は
27
行
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
の
た
め
、「
東
大
寺
諷
誦
文
（
稿
）」
と
題
さ
れ
る
前
は
文
頭
の
語
句
を
と
っ
て
「
昔
世
殖
善
の

文
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

標
題
「
六
種
」。
六
種
供
養
の
際
に
述
べ
る
詞
章
か
。
中
田
祝
夫
氏
は
、「
教
化
之
文
章
色
々
」（『
日
本
歌
謡
集
成
』）
の
「
六
種
」

と
の
辞
句
の
相
似
を
指
摘
し
、「
平
安
中
期
以
後
に
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
教
化
中
の
六
種
の
古
い
姿
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
中

田
書
第
一
章
第
五
節
）。

章
段
末
に
「
某
経
云
」「
某
菩
薩
云
」
と
あ
り
、
経
典
と
菩
薩
を
限
定
し
て
お
ら
ず
、
種
々
の
法
会
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て	



五
二

い
る
。

【
文
意
】

過六
種去
世
に
善
因
を
植
え
て
、
福
徳
の
男
と
智
慧
の
女
と
し
て
恵
ま
れ
て
生
ま
れ
た
者
た
ち
は
、
素
晴
ら
し
い
宝
器
に
百
味
の
供
え

物
を
盛
り
満
た
し
て
、
三
世
三
宝
を
十
分
に
供
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
我
等
は
、
昔
、
善
因
を
植
え
な
か
っ
た
た
め
に
、

五
濁
の
悪
世
に
生
ま
れ
た
。
生
老
病
死
の
恐
怖
に
迫
ら
れ
、
依
報
正
報
（
極
楽
往
生
と
成
仏
）
を
得
る
に
は
足
り
な
い
と
い
う
声
を

聞
く
ば
か
り
で
あ
る
。
ど
う
に
か
し
て
如
法
の
大
御
供
養
の
支
度
を
し
て
、
三
世
三
宝
に
奉
り
た
い
と
願
っ
て
も
云
。
某
経
云
。
某

菩
薩
云
。

【
語
注
】（
27
～
30
行
）

27
六
種　

密
教
で
仏
に
供
え
る
、
閼
伽
・
塗
香
・
華
鬘
・
焼
香
・
飲
食
・
灯
明
の
六
種
供
具
。

27
福
徳
ノ
丈
雄　

福
徳
に
恵
ま
れ
た
男
。
次
項
の
「
ヲ
ミ
ナ
」
に
合
わ
せ
て
「
ヲ
ノ
コ
」
と
読
む
（
中
田
書
釈
文
注
記
参
照
）。

27
智
慧
ノ
丈
女　

智
慧
に
恵
ま
れ
た
女
。「
丈
女
ヲ
ミ
」
の
仮
名
書
が
あ
る
の
で
、「
ヲ
ミ
ナ
」
と
訓
む
。「
ヲ
ミ
ナ
」
は
、
若
い
女
。

27
无
価
ノ
珎
器　

値
が
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴
重
な
宝
器
。

27
百
味
ノ
供
具　

種
々
の
美
味
な
る
飲
食
物
の
供
え
物
。

28
五
濁
ノ
悪
世　

五
つ
の
け
が
れ
（
五
濁
）
に
満
ち
た
悪
し
き
世
。
五
濁
は
、
劫
濁
・
見
濁
・
煩
悩
濁
・
衆
生
濁
・
命
濁
。

28
生
老
病
死
ノ
恐
レ
ニ
迫
ラ
ル　

生
老
病
死
（
四
苦
）
の
恐
怖
に
迫
ら
れ
る
。
先
行
書
で
は
「
怨
」
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
字
形
と
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五
三

文
脈
に
よ
っ
て
「
恐
」
に
改
め
た
。

29
依
報
正
報　

正
報
は
、
過
去
の
業
の
報
い
と
し
て
受
け
た
身
心
。
依
報
は
そ
の
身
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
国
土
や
器
物
な
ど
。

浄
土
教
で
は
、
成
仏
を
正
報
、
浄
土
往
生
を
依
報
と
し
て
論
じ
て
い
る
（
善
導
『
観
経
疏
』
巻
第
一
）。

29
何イカ
ニ
シ
テ而
カ　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
、「
何
而
」
を
「
イ
カ
ニ
シ
テ
カ
」
と
訓
じ
て
い
る
。「
云
何
テ
カ
而
得
人
身
」（
339
行
）、

「
何
而
成
仏
先
発
菩
提
心
」（
379
行
）

29
備ソナ
へ　

95
行
に
「
具
」
に
「
ソ
ナ
ヘ
」
と
仮
名
書
し
た
例
が
あ
る
。

29
如
法
ノ
大
御
供
養　

法
に
か
な
っ
た
大
御
供
養
。『
諷
誦
文
稿
』
で
「
オ
ホ
ミ
（
大
御
）」
は
名
詞
に
付
き
、
す
べ
て
仏
に
対
す
る

敬
語
（
中
田
書
第
二
章
第
二
節
参
照
）。
こ
の
「
大
御
供
養
」
と
「
大
御
恩
」（
177
・
179
行
）
の
ほ
か
、
す
べ
て
仏
の
身
体
に
対
す

る
敬
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
自
オ
ホ
ミ
テ
ツ
カ
ラ
」（
170
行
）「
睛
オ
ホ
ミ
メ
」（
115
行
）「
睫
オ
ホ
ミ
マ
ナ
」（
115
行
）「
臂
オ
ホ
ミ
タ
ヽ
」

（
272
行
）。

29
三
世　

過
去
世
・
現
在
世
・
未
来
世
。

【
翻
刻
】

31　

吾
奉
此
花　

飛
十
方
作　

仏
土
之
荘
厳　

今
日
ケ
フ
奉
此
香
烟　

浮
三
千
作
信
ノ
使
⑤
→
⑥
→
父
母
カ

32　

所
生
之
土
ニ
ハ　

雨令雨
天
ノ
衣
己
ロ
天
ノ
供
養
云

ト
雨
花
ト
散
チ
ラ
シ
テ
云　

翻
化
ナ
シ
テ
瓔
珞
衣
百
味
供
養
云
⑦
→

33　

為
旦
主
過
去
両先考
先
妣親　

羈カケ
ホ
タ
サ

縻
三
途
八
難　

于
今
経
廻
者　

令
蒙
献
華
之
十
種
功
徳

34　

奉
香
之
十
箇
勝
利　

天
上
寶
聚
自
然
集
←
⑦
為
旦
主
先
考
先
妣　

于
今
歴
旋
患
処
者
忽
令
解
脱

メ
ム



五
四

35　

令
某往
生

浄
土
作
某
仏
資　

携

衆　

无
暇
楽
令
受
七
寶　

昇殿終
ツ
ヒ花
台
上　

作
三
身
仏
云

36　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←
⑤
所
設
上
香
花
燃
燈
種
　々

約
大
御
供
養如
来
之
境
界

37　

所
受
収
都
无
ト
イ
フ
ト
モ　

慈
悲
衆
生
界
ヲ
故　

垂
哀
納愍
受
←
⑥

【
読
み
下
し
文
】（
31
～
37
行
）

吾
、
此
ノ
花
ヲ
奉
リ
テ
、
十
方
ニ
飛
バ
シ
テ
、
仏
土
ノ
荘
厳
ト
作
サ
ム
。
今
日
、
此
ノ
香
烟
ヲ
奉
リ
、
三
千
ニ
浮
ベ
テ
、
信
ノ
使

ト
作
サ
ム
。
⑤
→
⑥
→

父
母
ガ
所
生
ノ
土
ニ
ハ
、
雨
ト
雨
フ
ラ
シ
、
花
ト
散
ラ
シ
テ
云
。（
天
ノ
衣
コ
ロ
モ、
天
ノ
供
養
ヲ
雨
フ
ラ
令
メ
ム
云
。）
瓔
珞
ノ
衣
ヲ
翻
化

ナ
シ
テ
、
百
味
ノ
供
養
云
。
⑦
→

旦
主
ノ
過
去
ノ
両
親
（
先
考
先
妣
）、
三
途
八
難
ニ
羈カ
ケ
縻ホダ
サ
レ
、
今
ニ
経
廻
ス
ル
者
ノ
為
ニ
、
献
花
ノ
十
種
ノ
功
徳
、
奉
香
ノ
十

箇
ノ
勝
利
ヲ
蒙
ラ
令
メ
ム
。
天
上
ノ
寶
聚
ハ
自
然
ニ
集
マ
ル
。

←
⑦
旦
主
ノ
先
考
先
妣
ノ
為
ニ
。
今
ニ
患
處
ヲ
歴
旋
ス
ル
者
ヲ
、
忽
チ
ニ
解
脱
サ
セ
令
メ
、
菩
薩
衆
ノ
資
携
ス
ル
某
仏
ノ
某
浄
土
ニ

（
往
生
サ
セ
）
令
メ
、
暇
イ
ト
マ无
キ
楽
ヲ
七
寶
ノ
（
殿
）
ニ
受
ケ
テ
、（
終
ニ
ハ
）
花
台
ノ
上
ニ
昇
リ
テ
三
身
ノ
仏
ト
作
ラ
令
メ
ム
云
。

←
⑤
設
ケ
タ
テ
マ
ツ
ラ
レ
ル
香
花
燃
燈
種
々
ノ
（
大
御
供
養
）
ハ
、
如
来
ノ
境
界
ニ
約オキ
テ
ハ
、
受
ケ
収
メ
タ
マ
ハ
レ
ル
コ
ト
、
都カツ
テ

无
シ
ト
イ
フ
ト
モ
、
衆
生
界
ヲ
慈
ビ
悲
ブ
ガ
故
ニ
、
哀
（
愍
）
ヲ
垂
レ
テ
納
受
シ
タ
マ
フ
。
←
⑥

【
解
説
】（
31
～
37
行
）
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五
五

30
行
と
の
間
に
、
２
～
３
行
分
の
空
白
が
あ
る
。

前
章
段
（
六
種
供
養
）
の
続
き
か
。
花
、
焼
香
、
百
味
、
燃
灯
を
奉
納
し
、
旦
（
壇
）
主
の
過
去
世
の
父
母
ま
た
は
先
考
先
妣
（
死

亡
し
た
父
母
）
の
追
善
供
養
を
す
る
文
章
。

連
絡
線
⑤
と
⑥
は
、
33
行
～
35
行
を
と
ば
し
て
36
～
37
行
を
先
に
読
む
こ
と
を
示
す
。

連
絡
線
⑦
で
囲
ま
れ
た
部
分
（
33
行
～
34
行
）
は
、
先
考
先
妣
へ
の
供
養
の
功
徳
の
回
向
を
述
べ
る
文
で
、
34
行
連
絡
線
⑦
の
後

（
34
行
～
35
行
）
は
、
先
考
先
妣
の
浄
土
往
生
と
成
仏
を
願
う
文
。
⑦
の
連
絡
線
は
、
こ
の
二
つ
の
文
の
入
れ
替
え
を
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。34
行
連
絡
線
⑦
の
後
の
文
に
は
「
某
浄
土
」「
某
仏
」
と
あ
り
、浄
土
と
仏
を
限
定
し
な
い
汎
用
性
の
あ
る
文
章
に
な
っ

て
い
る
。

【
文
意
】（
31
～
37
行
）

私
は
此
の
花
を
仏
に
奉
り
、
十
方
に
飛
ば
し
て
仏
土
の
荘
厳
と
し
よ
う
。
今
日
、
こ
の
香
の
烟
け
む
りを
奉
り
、
三
千
世
界
に
浮
か
べ
て
、

信
の
使
い
と
し
よ
う
。
⑤
→
、
⑥
→

亡
く
な
っ
た
父
母
が
次
の
生
を
受
け
た
世
界
に
、
花
を
雨
と
雨
降
ら
し
、
花
と
散
ら
し
て
云
。（
天
の
衣
を
天
の
供
養
と
し
て
雨

降
ら
せ
よ
う
云
）。
瓔
珞
の
衣
を
翻
し
て
、
百
味
の
供
養
云
。
⑦
→

檀
主
（
施
主
）
の
過
去
世
の
両
親
（
先
考
先
妣
）
と
、
三
途
八
難
に
繋
が
れ
、
今
も
三
途
を
巡
る
者
た
ち
の
為
に
、
献
花
の
十
種

の
功
徳
と
、
奉
香
の
十
箇
の
勝
利
を
受
け
賜
ら
せ
ま
す
よ
う
に
。
天
上
の
寶
聚
は
自
然
に
集
ま
る
。

←
⑦
檀
主
の
先
考
先
妣
の
為
に
、
三
世
六
道
を
巡
る
者
た
ち
を
た
ち
ま
ち
に
解
脱
さ
せ
、
菩
薩
衆
が
取
り
巻
く
某
仏
の
某
浄
土
に



五
六

往
生
さ
せ
、
恒
常
の
法
楽
を
七
宝
の
宮
殿
で
受
け
、
遂
に
は
蓮
華
台
の
上
で
仏
と
な
ら
し
め
ま
す
よ
う
に
云
。

←
⑤
設
け
奉
ら
れ
る
香
花
燃
燈
、
種
々
の
大
御
供
養
を
、
如
来
の
悟
り
の
世
界
で
は
受
け
収
め
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
い
う
け

れ
ど
も
、
衆
生
の
世
界
を
慈
し
み
悲
し
む
が
故
に
、
我
々
に
哀
れ
み
を
垂
れ
て
受
け
納
め
た
ま
う
の
で
あ
る
。
←
⑥

【
語
注
】（
31
～
37
行
）

31
仏
土　

仏
の
浄
土
。

31
荘
厳　

美
し
く
飾
る
こ
と
。

31
三
千　

三
千
大
千
世
界
。
千
世
界
の
三
乗
が
集
ま
っ
た
世
界
で
、
一
つ
の
仏
国
土
の
こ
と
。

32
雨
ト
雨
フ
ラ
シ
、
花
ト
散
ラ
シ
テ　

散
華
の
よ
う
す
。
こ
こ
で
は
「
散
チ
ラ
シ
テ
」
と
訓
ん
で
い
る
が
、
23
行
で
は
「
散
」
を
「
散

オ
チ
葉
」
と
訓
ん
で
い
る
。
31
～
32
行
は
、
荘
厳
供
養
の
常
套
表
現
。「
十
八
の
梵
衆
は
天
華
を
雨
ふ
ら
し
、
及
び
雑
宝
雨
ふ
ら
す

こ
と
千
万
種
な
り
。
梵
摩
尼
珠
の
妙
瓔
珞
、
衆
宝
も
て
厳
飾
せ
る
天
妙
衣
、
大
宝
華
幢
に
勝
幡
を
懸
け
、
持
し
て
以
て
牟
尼
尊
を

供
養
し
た
て
ま
つ
る
。」（『
心
地
観
経
』
巻
第
一
）

32
天
ノ
衣　

天
人
の
衣
。

32
翻
化
ナ
シ
テ　

翻
は
、
ひ
る
が
え
す
。

32
瓔
珞
ノ
衣　

瓔
珞
は
、
珠
玉
や
貴
金
属
を
糸
で
編
ん
だ
飾
り
。
瓔
珞
衣
は
、
瓔
珞
で
飾
っ
た
衣
。
天
人
や
菩
薩
な
ど
が
身
に
つ
け

る
。

33
旦
主　
「
旦
」
は
「
壇
」
の
略
字
。
施
主
。
法
事
の
主
催
者
。
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五
七

33
過
去
ノ
両
親　

過
去
世
（
前
世
以
前
）
の
両
親
。

33
先
考
先
妣　

亡
く
な
っ
た
両
親
。

33
羈
ケ
縻
サ
レ　
「
羈
カ
ケ
縻
ホ
タ
サ
」。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
「
カ
ク
」
の
仮
名
書
は
他
に
「
係
カ
ケ
」（
97
行
）。

33
三
途
八
難　

三
途
は
、六
道
の
う
ち
、地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
。
八
難
は
、仏
に
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
八
種
の
境
界
（
地

獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
長
寿
天
・
盲
聾
瘖
唖
・
世
智
弁
聡
・
仏
前
仏
後
）。

34
勝
利　

す
ぐ
れ
た
功
徳
。

34
寶
聚　

お
び
た
だ
し
い
量
の
宝
。

34
患
処　

患
い
の
あ
る
と
こ
ろ
。
苦
し
み
の
世
界
。

35
暇
无
キ
楽　

中
田
書
・
『
総
索
引
』
は
「
暇
」
を
「
假
」
の
誤
字
と
し
て
い
る
が
、「
絶
え
間
な
い
不
変
の
法
楽
（
悟
り
の
よ
ろ

こ
び
）」
の
意
に
取
り
、
原
文
の
ま
ま
に
訓
む
。「
暇
無
し
」
は
漢
語
「
無
暇
」
の
翻
訳
語
と
考
え
ら
れ
る
（
内
田
賢
徳
「
翻
訳
語

の
射
程
─
古
事
記
「
心
前
」、
萬
葉
集
「
無
暇
」
─
」、『
萬
葉
』
第
二
百
十
六
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
参
照
）。

35
七
寶　

七
つ
の
宝
。経
論
に
よ
り
小
異
が
あ
る
。「
金
・
銀
・
瑠
璃
・
硨
磲
・
碼
碯
・
真
珠
・
玫
瑰
」（『
法
華
経
』
受
記
品
）
な
ど
。

63
行
、
199
行
に
も
再
出
。

35
花
台　

華
台
。
仏
や
菩
薩
衆
の
乗
る
台
。『
梵
網
経
』
な
ど
に
説
か
れ
る
蓮
華
台
蔵
世
界
の
世
界
観
で
は
、
世
界
の
中
心
に
仏
が

坐
す
蓮
華
台
が
あ
る
。

35
三
身
仏　

真
如
と
し
て
の
永
遠
の
存
在
の
仏
と
、
菩
薩
の
因
行
が
報
わ
れ
て
成
っ
た
仏
と
、
現
実
界
に
現
れ
た
釈
尊
な
ど
の
仏
の
、

三
身
の
仏
の
こ
と
。
諸
説
あ
る
が
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
384
～
387
行
）
に
見
え
る
「
法
身
・
応
身
・
化
身
」
の
三
身
は
、『
金



五
八

光
明
最
勝
王
経
』
三
身
品
な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
三
身
説
で
あ
る
。
三
身
の
う
ち
「
法
身
（
法
界
身
）」
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』

に
散
見
す
る
語
で
あ
る
（
57
行
二
ヶ
所
・
350
・
352
・
384
・
386
行
）（
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
浄
土
」（『
成
城
文
芸
』
第
二
一

九
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
参
照
）。

36
如
来
ノ
境
界
ニ
約
テ
ハ　
「
如
来
ノ
境
界
」
は
、
如
来
の
悟
り
の
境
地
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
、「
約
」
を
「
限
定
す
る
」

の
意
で
「
オ
キ
テ
」
と
訓
ん
で
い
る
（
中
田
書
第
二
章
第
三
節
参
照
）。「
ニ
（
格
助
詞
）
＋
オ
キ
（
動
詞
連
用
形
）
＋
テ
（
接
続

助
詞
）」
を
複
合
の
格
助
詞
の
よ
う
に
用
い
る
「
ニ
オ
キ
テ
」
は
、「
～
に
つ
い
て
、
～
に
と
っ
て
」
の
意
。
後
に
音
便
形
「
ニ
オ

イ
テ
」
が
多
く
な
る
。

37
哀
愍　

あ
わ
れ
み
、
い
つ
く
し
む
こ
と
。

【
翻
刻
】（
38
～
39
行
）

38　

摩
納
仙
人
修
道
時
ニ
ハ　

七五
茎
之
蓮
花
ヲ
奉
燃
燈
仏　

花
天
女
カ
修
法
時
ニ
ハ
三
牧
金
銭
ヲ
献

39　

毘
波
尸
仏　

以
是
今
日
旦
主

【
読
み
下
し
文
】（
38
～
39
行
）

摩
納
仙
人
ノ
修
道
ノ
時
ニ
ハ
、
七
（
五
）
茎
ノ
蓮
花
ヲ
燃
灯
仏
ニ
奉
リ
キ
。
花
天
女
ガ
修
法
ノ
時
ニ
ハ
、
三
枚
ノ
金
銭
ヲ
毘
波

尸
仏
ニ
献
リ
キ
。
是
ヲ
以
テ
、
今
日
、
旦
主
。
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五
九

【
解
説
】（
38
～
39
行
）

摩
納
仙
人
と
花
天
女
の
供
養
の
例
話
を
出
し
、
そ
の
後
、
檀
主
の
供
養
の
話
題
に
続
い
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
読
み
下
し
文
】（
38
～
39
行
）

摩
納
仙
人
の
修
道
の
時
に
は
、
七
（
五
）
茎
の
蓮
花
を
燃
灯
仏
に
奉
っ
た
。
花
天
女
の
修
法
の
時
に
は
、
三
枚
の
金
銭
を
毘
波
尸

仏
に
献
っ
た
。
是
を
以
て
、
今
日
、
旦
主
は
…
。

【
語
注
】（
38
～
39
行
）

38
麻
納
仙
人　

摩
納
仙
人
の
こ
と
。「
摩
納
」
は
若
者
の
意
で
、「
儒
童
」
と
も
訳
さ
れ
る
。
釈
迦
牟
尼
仏
の
前
生
。
燃
灯
仏
の
世
、

摩
納
が
仏
を
供
養
す
る
た
め
に
、
七
莖
の
蓮
華
を
も
つ
王
家
の
娘
に
、
五
百
の
銀
銭
で
売
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
女
は
は
じ
め

五
茎
の
蓮
華
だ
け
を
渡
し
た
が
、後
に
二
茎
も
渡
し
た
。
燃
灯
仏
は
摩
納
が
将
来
仏
（
釈
迦
牟
尼
仏
）
に
な
る
と
予
言
し
た
。「
七

茎
」
の
横
に
「
五
」
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
説
話
を
示
し
て
い
る
。
中
田
書
出
典
調
査
参
照
。

38
燃
灯
仏　

過
去
に
現
れ
た
仏
。
前
項
参
照
。

38
花
天
女　

出
典
未
見
。

38
三
枚　

原
文
「
三
牧
」。
239
・
240
行
に
も
「
一
牧
」
と
す
る
。「
枚
」
を
「
牧
」
と
す
る
の
は
、
一
個
人
の
誤
字
で
は
な
く
、
広
く

使
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
（
中
田
書
釈
文
注
記
参
照
）。

39
毘
波
尸
仏　

釈
尊
以
前
に
こ
の
世
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
、
過
去
七
仏
の
第
一
の
仏
。



六
〇

【
翻
刻
】（
40
行
）

40　

某
仏
之
平
等
大
悲
ハ　

不
簡
貴
卑
云　
　

宿
寶
王
樹
云　
　

沙
羅
樹
云

【
読
み
下
し
文
】（
40
行
）

某
仏
ノ
平
等
大
悲
ハ
、
貴
卑
ヲ
簡
ビ
タ
マ
ハ
ズ
云
。

宿
寶
王
樹
云
。

沙
羅
樹
云
。

【
解
説
】（
40
行
）

短
文
と
語
句
の
覚
え
書
き
の
よ
う
で
あ
る
。

【
語
注
】（
40
行
）

40
宿
寶
王
樹　

不
明
。「
宝
樹
」
は
浄
土
の
樹
木
。「
寶
王
樹
に
宿
る
」
と
読
む
か
。

40
沙
羅
樹　

沙
羅
双
樹
。
イ
ン
ド
原
産
の
喬
木
。
釈
迦
の
入
滅
の
時
に
、
一
双
ず
つ
の
八
本
の
沙
羅
樹
の
う
ち
、
一
双
の
一
本
ず
つ

が
枯
れ
た
と
い
う
仏
伝
で
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
共
同
研
究
「
日
本
に
お
け
る
伝
統
と
革
新
を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究
」
の
成
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六
一

果
で
あ
る
。




